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　「日中のビジネス連携を支える信念」と言う
事で、お話 しをさせて頂きます*'。日本から
外へ出たら友達に依存して生活しないと駄目
だと言うけれども、僕は思 うんですが、中国
の人 ぐらい人と人との係わりを大切にし、如
何にして多 くの方と出会い、交流を広めるか
を心掛けている人はいないと、誰と商売をし
ていても感 じる事です。その広がりも中途半
端では広げた事にならない。やはり、良き友
達を作って行 く事が大切だという事です。な
かなか簡単には出来ませんが。
　中国ビジネスの推進に当たっての課題は、
対外的には中国人である以前に1個の人間で
ある彼等とのface　to　faceの付き合いが大
切ですし、社内的には、トップの対中ビジネ
スへのコミットメント、結局は、【熱き思い
の共有】が必要です。中国のリーダー企業と
のアライアンスによる世界戦略の展開、投資。
日中繊維貿易では、中国の内販、徹底した品
質納期管理による精度の高い日本向け物作 り
ネットワークの構築があります。
　昔、僕 らが、20何年前というか1970年代
の後半からというと、補償貿易と言って機械
を持ち込んで、そこで物を作って日本に持ち
帰るところから始まったのですが、今、繊維
業界が置かれている一番の問題は何かと言う
と、結局コス トが日に日に高くなって来てい
ると言う事です。10年前に寧波へ行って僕が
仕事をしている頃は、最低賃金の概念もなく、
働いている工員の女の子たちの賃金は大体
600から700元位だった。今週行って聞くと、
その子たちの賃金は1500元。それに保険や
ら何やかんや足すと2000なんぼになる。コ
ス トが明らかに高くなっています。
　これだけコストが高 くなって来ると、本当
に中国での物作 りは大変になって来ている。
大変になって来ているけれども沿海地域で僕
等はマダマダ物作りを沢山やっている。江蘇
省 ・漸江省の地域や、山東省とかでやってい
るんです。僕は以前から言っているけれど、
早く中西部に行きなさい、安徽へ行きなさい、
武漢へ行きなさいと。何故大月さんはそんな
とこまで入っていくのと。入って行っても又
品質管理から何から何 まで、もう大変やろ。
上海だったら幾らでもありますやんと。
　やはり僕は、今日もうちの会社の若い人た
ちを集めて言ったんですが、確かに中国のオ
ーダーがチャイナプラスワンで、例えばカン
ボジァとか或いはベトナムとかいろいろな所
に或る程度の量は、流行のファッションに余
り関係がない物によってはそちらの方へ移動
していくものもある。けれども今、繊維業界
で100のうちの90ぐらいを中国で作ってい
る世の中で、その一部分を持って行 く事が出
来たって、中国から逃げられないんです。出
て行こうたって、逃げ切れない訳で絶対中国
に残る訳です。
　しかし、値段が合わない。その値段では売
れない。そこで何とか物作 りをしようと思う
と、商社は要らないとかいろいろな事が出て
来るけれども、やはりそんな中で更に生き残
って行こうとする。
　僕 らがまだ30代位の時には技術者の人を
連れて傘を作っているところへ行って、『あ
あ1、こんな若い女の子たちがこんなところ
で傘を毎日、朝から晩まで作っている、この
子たちは可愛そうだな』 と思ったものです。
1970年代の末頃の事ですが、ああ、こんな可
愛い子が気の毒だな、こんなところで仕事を
いつまでもするのはかわいそうやなと思った
時代があって、今でこそ自分で仕事を好きな
ところへ行って好きなことをやれるような時
代になったけれども、かつてそうでない時に
は本当に、日本で生まれた幸せを感 じ、僕の
子がこんなところで育ったら可愛そうやなと
思ったりした事があります。或る意味では仕
事の選択が出来ないのです。
　 中国市場での成功の秘訣は 【思い切 り、人
脈、中国人の活用】です。僕は昨日、日本へ
行って20年間勉強をして、中国に戻って来た
ある企業の社長をやっている中国人の方と話
をしていたのですが、やはり中国人を十二分
に指導、管理出来る日本人というのは極めて
少ないと彼が言っているのですね。中国の人
たちにモチベーションを与え、ヨーロッパに
行って一遍見てこいと言って、そういうこと
をさせたり、会社自身が中国の人と一緒にな
ってやるということは、割と日本人には出来
ないと。
　昨日も、会社の課長以上の連中を2、30人
集めて社内で言いました。僕 も今だから言う
けれども、君らは本当に伊藤忠に何時までも
勤めてていいのか と。なんぼ頑張ったって、
どこまで給料が上がるか解からないし、それ
よりも自分で。いや、伊藤忠で十分やと思う
なら伊藤忠でずっと働いていれば、世間並み
よりは良い給料を貰えるか解からないけれど
も、今後自分のことを考えたら思い切って独
立して、自分でやれる人間はそっちをやれば
いい。伊藤患でやっていって、伊藤忠を利用
して自分がいろいろなことを勉強するという
のならそれもそれで良いと思うけれども。伊
藤忠或いは日本の企業が中国の人を十二分に
活用 して有難う、社長にしてでも給料を日本
人よりも沢山出す、そんな企業が早 く出てき
て欲しいものです。
　ローカライゼーション、ナショナライゼー
ションと僕 らは言ってきました。1970年代
から、インドネシアに駐在をしていた頃から、
社長から言われてこれから大切なのはナショ
ナライゼーションですと。昔はmカ ライゼ
ーションと言いました。ローカライゼーショ
ンの表現では駄目なのかどうか解からないけ
れども、中国では中国の人に偉 くなってもら
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って、中国の人にや らせる。現地化 現地化
と言う割には、一向に進まない。やはり日本
という企業はあと10年、20年経っても、要
するにそういう国際的な企業にはなり得ない
と僕は結論を出しました。
　中小企業をもし僕が始めたら恐 らくそのぐ
らいやらなあかん、と思っています。自分で
やるよりも中国の人に任せたほうが絶対自分
より頭がいいのだし、マーケットが分かって
いる。一緒に儲けて、それで儲けた分だけ取
っていけばと言えるけれども、なかなか大企
業なり日本の企業というのはそこまで出来る
人もいないし、そのほうが 日本企業にとって
は却って儲かるのかも分からないけど、そう
いう事は日本の企業はもう無理やろなと僕は
思 うん です 。 これ か ら中 国のmega-
competitionの中で、世界中の人と戦うとい
うのに、そんなことを言っていてはあかんの
でしょうが。
　僕は今、会社ではもうたいした事はないけ
れども、『大月君1　 君に頼むと、やはり中
国をこれからどうしたらいいか、今後の5年
先を見越した伊藤忠の中国の繊維部隊はどう
いうふうにやっていくのかというのを一緒に
考えてくれ』と言われ、新 しい名刺をまた渡
されて、中国戦略ディレクターという事で、
今どんなことをしようかなと考えているとこ
ろです。
　その為には、やはり中国の人と語らず して
何ができるかと。自分でどんなに考えたって、
中国で自分が何をしようと思ったところで出
来ない訳です。詰まる所は中国の人と一緒に
なって、彼 らがどんな夢を持っているのか、
その夢を一緒 になって実現させてあげるの
が、これがやはり企業の良さだと思うんです
けれども、なかなか。
　僕はいつも言ってるんですけど、うちの会
社の連中だって5時半が終わったら、日本人
はみんな集まってどこかへご飯食べに行っ
て、また帰って来るというような生活です。
その当時よく僕は言いましたけれども、出来
る人 と出来ない人というのは性格にもよる
し、自分が中国に来て、自分なりに良い友達
を持って、良いお客を持って、彼らと一緒に
なって何かやろうというような人が、意外に
少ないですね。
　それか ら、【思い切 り、人脈、中国人の活
刷 が中国での成功の秘訣ですが、逆に失敗
しない秘訣というのは何かと。これほど難し
い問題はないと思います。これが解かる位な
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ら皆が儲かっていると言う事です。喋れる人
は仕事のやり方が下手、仕事ができる人は喋
るのが下手。大学の講師は沢山喋れるけれど
も、じゃあ実際に経営したら出来ないし喋る
だけ。本来ちゃんとやれる人は喋れないそう
ですし喋らないそうです。そういうことを中
国人から言われたんです。
　それと今回1個覚えたのは、権力があった
ら金がもうかる。金があっても権力は取れな
い。だから 「ヨウチユエン(有権)、ヨウチ
エ ン(有銭)」と言って大笑いしたんです。
まだまだ中国社会というのは権力が有る所に
金が集まるという事です。だけど、最近は大
変みたいです。例えば或る市長が何かで捕 ま
ると芋づる式に、その市長にお金を贈った人
たちのところまでば一っと出てくるから危な
い。そう思ってみんな香港とかオーストラリ
アに取りあえず1年間静かに逃げたりしてい
るのもあると聞 くんですが、本当かどうか、
僕は知りませんけれども。
　そうい うような話にしろ何々の話にしろ、
中国にいると、毎 日いろいろな人がいろいろ
な話を、ご飯を食べながら、お酒飲みながら
話して行って情報が集まってくるんです。例
えば日本にいると本当に雑誌新聞に頼るしか
ない、本屋へ行ったら中国関連の本がこんな
にもあるか思うほどすごい本の量だけど本当
にいいタイトルを付けないと買ってくれない
そうです。思い切ったタイ トルでないと、本
の売れ行 きがよくないらしいです。
　昔、僕が1980年代に上海に駐在 していた
時には、日本人がまだなんにんもいない時だ
ったので、その当時　僕の女房から 『今の上
海を写真に撮って、上海がどんな上海なのか、
町歩きして、ちょっと書きものでもして残 し
ておいた ら、貴方1今 後金を残せるかも解
からない』と言われた事がありますが、結局
言われながらも、他の人が今写真撮ったり何
かしてやってますけど、僕は何 もやっていま
せん。
　僕の人生は、すなわち中国人生というより
も中国人 との人生で、上海にいて、北京にい
て、香港にいて、インドネシア、シンガポー
ル、ずっと中国人と一緒に居たんですが、僕
はそれほど晦いはないです。寧ろ誇 りに思っ
ています。会社から給料をもらう以外、金儲
けもしなかったけれども、悔いはない。多 く
の中国人が大月はさぞさぞ中国に長 くいたの
だから機会も多く金を貯めたのではないかと
思っている人が多いようですが。実は幾ら儲
けたかという話でいうと、僕ら一緒にやって
て、ああ、こんな所に工場を造 りたいわって
言った李さんという人なんてどれだけお金、
何百億残しているか。10数年前の1996年に
彼が寧波のまっさらな更地に、わし、ここで
物を作るんやと言って工場を建て、今行った
ら、見違えるような立派な工場が建って、す
ごい金を貯めた。これはホンノー例。かつて
伊藤忠を利用 した人はみんな今、大金持ちに
なっています。そういう意味ではちょっとし
た寂 しさはありますね。何で皆ここまで金儲
けしているのに僕は金儲け出来てないかとい
うのは、少々の複雑な気持ちではあるんです
が。『まあ、大月さん、その代わ り来た時は
遠慮なく好 きなだけ食べて1ご 馳走するか
ら』と言ってくれて。もうちょっと良いワイ
ンを飲ませてとか、そういう事だけは遠慮な
く甘える事がありますが、ただ、お金をくれ
というようなことだけは絶対言わない(公私
ははっきりさせておく)。これはやは り人間
がそこまで行ってしまうと、人間の品格の問
題ですよね。
　冗談おかしく言っていますけれども、10年
ぐらい前、上海に僕が行った時にある商売が
できたんです。大月さん、有難うって、こん
な札束を持ってくる。こんなの。えっ、大月
さん、日本人はみんな持って帰るよって言う
わけです。日本人によってはそういう時代も
あったらしいのですが、真意の程は解かりま
せん。その時 僕は言ったんです。あなたが
僕をナイトクラブに連れていって、きれいな
女の子を横 に座らせてくれるくらいなら僕は
その接待は受けるけれども、お金はユ円た り
とも貰えないって。ナイトクラブへ連れてい
ってもらった りしたことはあ りますけれど
も。
　実は、今度僕はバンコックのパタヤで、石
化業界の皆さんにお話しするんです。これは
三井とか各商社が持ち回りでやっている会な
んですが、今年は伊藤忠が講師を立てて、み
なさん、インド人やタイ人　中国人達が集ま
っている所で、「オリンピック後の中国経済
の行方」ということで喋ってくれって言う訳
です。どう言う訳か知らないけど、東京の方
からこの話が僕に回ってきた。そんなの僕よ
りもっとよく知っている古谷さん(中国室重
鎮)と かいろいろな方が居られる訳で、彼等
は少なくとも自分より中国をよりよく理解 し
ているし喋る事が物凄く上手いんだからと辞
退したのですが、東京では、いや、大月さん、
英語で識 寅するんですよと言うんですね。
　僕も中国語と日本語だったら面白おか しく
やれるけど、英語だけだと話が半分で終わる
よと、5ぐ らいで終わって、6、7と 好き放
題なことが喋れないのだったら面白くないし
辞退すると。もしどうしても僕にというのだ
ったら、日本語でやるから通訳を付けて くれ
って。だけど、その通訳がどの程度通訳でき
るかというのも問題なので。来週のバンコッ
クでの講演は、今日のような調子では出来な
いなと思って取りあえずのところは、自分の
作った原稿を全部業者に渡して、英語に直さ
せて。もちろん自分の金ではやりません、伊
藤忠の東京の連中に出させて、取 りあえず全
部英語には作って準備してあるんです。
　中国の今後の経済の行方というので、オリ
ンピックが どうのこうのといったって、今、
金融危機になってしまって、オリンピックな
んて遠い昔の話のような気がするぐらい世の
中が変わってしまっています。意外と僕らは
中国の毎 日のいろいろな変化が耳に、目に入
ってくるような生活をしてきているのです
が、やはり中国を知らない人というのは本当
に知らないみたいです。だからこそいろいろ
なピンキリのコンサルティング会社がみんな
儲かるというのは、やはり必要とするほうの
人もピンキリなんで、そうなのかなって思う
んですけれども。
　中国ビジネスの、中国市場での成功の秘訣
というのはそこのところに書いていません
が、やはり中国で成功する秘訣は、僕は胆が
据わっていないというか、思い切 りが良くな
いと中国での商売は儲からないのではないか
と思います。僕は気が小さいから、胆が小さ
いですから、全部、あの時やっておいたらと
いうことの繰 り返 しです。やはり中国には熱
い思いを勿論持たなければ駄目だし、思い切
りです。よし、これはいけるんだと思ったら、
絶対自分で腹を張ってやってみるという気概
が必要です。だけど、僕がこうやって喋って
いても、例えばたかが年間、10億ドルぐらい
の繊維の商売している僕ですが、伊藤忠の中
国繊維本部長で何するというのは楽なもので
すよ。だって、みんなが見てくれているのだ
から。ここ、ちょっとおかしい、あれはおか
しいということを、自分で会社やったら、何
から何まで全部自分で考える。資金繰りから
何か ら何までとなると大変やろなと思うわけ
です。
　かつて、中国で僕、最初池島さんに言われ
て東京へ行って喋った時に言ったかも解から
ないですが、ワコールのある、序列15番目の
取締役になった方が彼とは非常に懇意にして
いたのですが 『大月さん、私、取締役になっ
て、中国を 番 よく知っている筈で中国にい
るけれども、私よりも序列の上の人が、中国
を解かっていない人が日本にいて、どういう
具合に言ってもこの人たちを説得するのは大
変です』と言っていた。かつて、僕らも中国
でやっているときに、僕 らがこれだけ中国に
思いを持っているのにと言っても、まだまだ
中国は知的所有権をどうのこうの、ああやこ
うや言って。 しかし最近は、やはりそうはい
っても中国を避けて通れない、皆中国のほう
を向いていますので、やっと自分の時代に入
ったなと思っています。
　それだったら何 も定年させずに僕をもっと
上手 く使って くれたら、場合によっては僕が
暫 く続投 と言ったら、いや、大月さん、やは
り大会社というのは下に譲っていただかんと
あかんというわけです。でないと、何時まで
経っても下の人が上に上がっていけないのだ
か らって。それでいて会社は、『人材が足 ら
ない、人材が足らない』と言っているんです。
これもおかしい話で、年取っているからとか、
或いはどうだからといって。　 今の、思い切
りという事とだいぶ話は違うけれども、やは
り人というのは年を取っていようと、男だろ
うが女だろうが何であろうと、良い人は使う。
60過ぎたら、『大月君、そんな給料なくても
十分生活できるでしょう。お金ちょっとでい
いなら働 くか』と。僕は働 くのはお金が目的
ですと。お金を沢山貰えるのだったら伊藤忠
で働くし、駄目だったら会社は辞めます。こ
れから貰う給料は、中国の人と一緒に楽しく
使って。その代わり一緒に儲けると。そうい
うような生活をこれからしたいのですと、話
したことがあるんですが。
　やはり思い切りは必要です。思い切 りであ
り、人脈であり、中国人をいかに活用できる
かです。中国人を活用し得ない人は中国で、
成功する筈がないと思う。いかにして中国の
人を上手く活用し得るか。上手くなんて言っ
たらあれですが、一緒にやっていけるかとい
うことが出来る位の人が来てやらないと、駄
目ではないかなと思います。
　それから、僕の講演用に原稿作ってくれた
りする古屋さんというのがいる。池島先生に
世話になっている彼 も、藤野さんという大先
輩がいて彼と同様、中国を語らせたら彼らの
横に出る人は今の伊藤忠ではまずいない。其
の古屋さんが言っているのは、中国は政治優
位の国であると。やはり中国は総てが政治で
動いている、経済も政治で動いているか ら、
そういうことがあるわけです。強い政治が強
い経済をつ くる。政治と経済の持続可能性。
　乱暴かもしれませんが、この定義を中国の
政治と経済の関係に当てはめると分かりやす
い。中国経済とは、ほかの手段をもって行う
中国政治の延長であると。
　中国は、僕がこんなことを言うとここにい
る中国の方に非常に失礼かも解かりませんけ
れども、中国は市場経済主義と言っているけ
ど、こ肱 いつ資本主義という看板に書き改
めるのかなと。僕、昔は江沢民が辞めるとき
に、台湾と何かこうなるのを彼の最後の置き
土産にするのか、中国が資本主義に切 り替え
るぐらいするのかなと僕らはそんなことを言
っていたことがありますが、中国は今台湾と
も良い関係になっているけれども、僕なんか
も中国へ行って、共産主義の国にいるとか社
会主義の国にいるとかというのは全 く感じな
い。僕は日本にいるのと同じ位、日本以上に
僕 らの考えによく似た国にいるというぐらい
に思っています。
　あまり商売人は宗教 と政治は喋るなと、会
社で中国語を勉強に、シンガポールの南洋大
学に行 くときに言われたんですが、よその国
へ行って、その国の政治と宗教だけはその人
たち固有のもの。そういうことは商社マンに
とっては全 く必要ないことだから、一切触れ
ないでくださいって言われたんで、これくら
いにします。
　英語なのですけども、うちにいるスタッフ
に対して、中国で何かをするときにどうある
べきか、こう言っています。Meet　people,
Make　friends,　Getyou　know　them,
Understanding　Chinese　business,
Culture。伊藤忠の雑誌に或る時、中国の人
と商売をやる上で、どういう点を注意せんと
あかんかということを、書いたことがあるん
です。
　今日も、ここでこういうお話をするという
ことで、いろいろな所へ行って、日本人が中
国で商売をするときの信念 というか理念、そ
ういったことをいろいろ、 どういう言い方を
するのがいいのか教えてほしいなと思いなが
らいろいろな人に聞いたんですけど、「大月
さんのようになってもらえば皆いいのではな
いですか』って言って くれるので。
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　僕、人を見たときに、人を見る目が自分に
は非常にあると思っているんですが、どこか
の経営者を見て、この人と付き合えるかどう
か判断するときに、又企業を判断するときに、
何よりも社長を判断すると。この社長とまず
付き合ってみて、この社長だったらいけるな
とか。その代わりに言いたいことを言う。彼
も言いたいことを言って、何度も喧嘩したこ
ともありますけれども。やはり、よく相手と
話して、経営者としてどうかということをで
きるだけ見てから、それからじゃあ 緒 に何
かやろうか という話をすることにしているん
です。
　これ、いろいろあるんです。紡織協会に許
さんという、この人は上海の平湖の方から出
てこられた方です。ボス トン(繊維アパレル
会社防寒服では中国一)が有る所、あそこの
出身の方ですけれども。例えばある業界で一
人知ると、彼が自分を好きになってくれると、
どんどんどんどん、総ての人を紹介してきて
くれるんです。今でも北京へ行 くと、彼と一
緒にいろいろな、今の中国の話を聞いたり懇
意にしています。
　僕は家で もよく子どもに、『パパの写真は
本当に食べてるか飲んでる写真しかないの
ね』って言われるぐらい、写真はものすごく
宴会の写真ばか り持っています。例えば李さ
んという、僕より4つぐらい下だから、もう
55,6になる文化大革命では苦労した人です
けれども、今や中国一のアパ レル企業の社長
でもあり　寧波では一番の不動産で、土地の
売買や、マ ンションを建てて、証券もやって
いる非常に誠実な方です。香港の方ともよく
会います。中国の企業が大きくなっていく時
には、やはり香港人とか誰かがいろいろな意
味で助けている。一人で大 きくなっているわ
けではありません。
　僕が会社へ入ってから言葉を覚えてこいっ
て言われて、シンガポールの南洋大学へ行っ
たときには、一つの部屋に上下2段 ベッドが
三つ有って、その部屋の中に6人いて、そこ
で2年間生活して言葉を覚えたんです。回 り
は全部マレーシアか ら来ている中国人だった
んですけど。
　これは前 もお話ししたかも分か りません
が、上海から300キロは全部上海のテリトリ
ーとして頑張ろうと。北京は北京で300キロ
いこうということで。300キロであれば日帰
りできるコースということで、そういうよう
なことで見ていました。
　やはりこれから僕 らがいかにして中国の内
陸部へ入っていくか。そして、いかにして東
北のほうへ上がっていくか。東北のほうへ行
くと、これがやはりロシアがあり、北朝鮮が
あり、韓国があって、そういったところへの
物の供給というのも始まるわけです。だから、
僕 らの繊維業界では前から言っているんです
が、物作りのいいものを作るには、やはり上
に上がっていくほうがいいかなと。値段で勝
負の物作 りについては、やはり徐々に上海の
沿海地域からずっと、安徽から武漢のほうへ
入っていかんとあかんかなというようなこと
で、僕 らは話を進めています。
　だけど、環境汚染の問題、水不足の問題、
高齢化の問題　農村問題とか、中国もこれか
らいろいろ問題がたくさんあります。もっと
も問題があればあるほどいろいろな経験をし
て、いろいろなことをしている人が中国では
成功できるのではないかなと思います。そう
でないと、僕 らがせっか くこれだけ苦労して
きているのに、誰かがぱっと出て来て、すぐ
明日からでも出来る、誰でもできるというよ
うなマーケットになってもらうと、僕らの価
値がなくなる。そうならないように、やはり
僕らがいつまでも必要とされるほうがいいだ
ろうなと思っています。
　最後に、僕の一番好きな詩です。「夕陽無
限好、只是近黄昏,烈 士暮年,壮 心不巳」。
これ、大好 きで。夕日は無限に。「無限紅」
とも言うし、「無限好」 とも、赤い、綺麗 と
いう。ただし、黄昏に近いというのは、自分
がもう今は61歳と半ですから。これやって
いた頃には、未だ58とか59の時にこんなこ
とをしていたのですが、だけど 「烈士暮年」、
晩年になっても、「壮心不已」で、志だけは
まだ止まず ということで。長生 きのこつは、
沢山水を飲んで、沢山歩いて、そして 「壮心
不已」で志を常に先に持って、夢を持つと。
そうすれば80歳、100歳まで生きれるとい
うのが、これが今日も昼飯を食べているとき
に、ビールを飲みながら話をしていたことな
んですが。
　こういうような言葉でも、中国のこういう
いろいろな人がちょっとして書いた言葉がい
いんですよね、こういう言葉。この書をじっ
と見ながら、ああ、素晴らしいな、中国はと、
すごくいいなと。ということで、私が大好き
な中国、大好きな中国人。次回生まれてくる
ときには是非中国に生まれてきたいと。自分
の思いのままに喋っただけで、皆さんのご参
考になるかどうか分か りませんけれども。た
だ、中国を好きになったということを話させ
て頂きました。有難うございました。又中国
に惚れ直しました。
*]:本稿は、上海セミナーでの基調講演を忠実に文章化している。そのため、一部読みづらい
点もあろうかと思われるが、ご了承いただきたい。
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